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問1 日本の歴史における13世紀から16世紀にかけての外交や出来事について、年代の古い順（先に起きた順）に並べたものとして
正しい組み合わせはどれですか。 （2023年　神奈川県公立入試　類似）

1.  北九州の博多湾などに元軍が2
度にわたり襲来した。→ 足利義満
が勘合を用いて明と貿易を開始し
た。→ フランシスコ・ザビエルに
よってキリスト教が伝えられた。

2.  足利義満が勘合を用いて明と貿
易を開始した。→ 北九州の博多湾
などに元軍が2度にわたり襲来し
た。→ フランシスコ・ザビエルに
よってキリスト教が伝えられた。

3.  北九州の博多湾などに元軍が2
度にわたり襲来した。→ フランシ
スコ・ザビエルによってキリスト
教が伝えられた。→ 足利義満が勘
合を用いて明と貿易を開始した。

4.  フランシスコ・ザビエルによっ
てキリスト教が伝えられた。→ 北
九州の博多湾などに元軍が2度に
わたり襲来した。→ 足利義満が勘
合を用いて明と貿易を開始した。

問2 15世紀後半、ポルトガルの支援を受けたバスコ・ダ・ガマが、リスボンを出発してアフリカ大陸南端の喜望峰を経由し、到達
に成功した地域はどこですか。 （2020年　新潟県公立入試　類似）

1.  インド 2.  中国 3.  北アメリカ 4.  カリブ諸島

問3 石見銀山では16世紀前半に「灰吹法」という新しい精錬技術が導入されたことで、銀の生産量が飛躍的に増大しました。この
銀が当時の社会や国際情勢に与えた影響についての説明として、最も適切なものを選びなさい。 （2026年　島根公立入試　類似）

1.  大量の銀が海外へ輸出されたこ
とで、16世紀後半には日本の銀が
世界の産出量の約3分の1を占める
ほどになった。

2.  生産された銀はすべて国内の寺
院や仏像の装飾に費やされ、戦国
大名の信仰心を深める役割を果た
した。

3.  銀は貴重な軍事機密として厳重
に管理され、江戸幕府が成立する
まで海外の商人と取引されること
はなかった。

4.  銀の増産によって日本独自の通
貨制度が完成し、中国から輸入さ
れていた銅銭は一切使われなくな
った。

問4 戦国時代の九州を代表する大名で、現在の府内（大分市）を拠点にキリスト教を保護し、有馬晴信や大村純忠とともにローマ
教皇のもとへ「天正遣欧少年使節」を派遣した人物は誰ですか。 （2025年　京都公立入試　類似）

1.  大友宗麟 2.  朝倉義景 3.  今川義元 4.  北条氏康

問5 15世紀末、ポルトガルの航海者がアフリカ大陸南端の喜望峰を回ってインドに到達したことで、ヨーロッパからアジアへの直
接的な海上ルートが確立されました。この人物が切り開いた「インド航路」について述べたものとして、最も適切なものを答
えなさい。 （2017年　高知公立入試　類似）

1.  バスコ・ダ・ガマが、香辛料な
どの交易を目的として到達した。

2.  クリストファー・コロンブス
が、西回りでアジアを目指す途中
に到達した。

3.  フェルディナンド・マゼラン
が、世界一周航海の一環として立
ち寄った。

4.  マルコ・ポーロが、陸路でアジ
アを訪れた帰路に発見した。

問6 戦国大名が「分国法」を制定した主な背景や目的として、最も適切な説明を選びなさい。 （2023年　福井公立入試　類似）

1.  応仁の乱を経て室町幕府の支配
力が弱まったため、大名が実力で
自国の武士や民衆を統制する必要
があったから

2.  江戸幕府が大名たちの婚姻や城
の修理を制限し、全国の諸大名を
統制しようと考えたから

3.  鎌倉幕府が御家人たちの領地争
いを裁判によって公正に解決し、
武士の支持を集めようとしたから

4.  明治政府が近代的な国家を建設
するために、西洋の法制度を取り
入れて国民の権利を定めようとし
たから

問7 「朝倉孝景条々」や「甲州法度次第」といった分国法の中に見られる、戦国大名による統治の具体的な特徴として正しいもの
を一つ選びなさい。 （2023年　福井公立入試　類似）

1.  家柄に関わらず有能な人材を登
用するルールや、許可なく城を構
えることを禁止する規定を設けた

2.  キリスト教を保護し、ヨーロッ
パとの自由貿易を領国内の全ての
商人に奨励した

3.  将軍の許可なく大名同士が婚姻
を結ぶことを禁じ、参勤交代の義
務を明文化した

4.  すべての土地と人民は天皇に帰
属するという公地公民の原則を再
確認した

問8 16世紀後半に甲斐や信濃の一部で使われていた、度量衡に関する独自の基準である「甲州ます」の説明として、最も適切な記
述を選びなさい。 （2020年　愛知公立入試　類似）

1.  中央の京で使われていた標準的
な枡とは容量が異なり、地域独自
の経済基準として運用されていた

2.  将軍の足利義昭が京都の商人に
命じて作らせ、全国の有力大名に
配布した標準的な枡である

3.  江戸幕府が貨幣制度の安定を目
指して制定した、全国で唯一使用
が認められた公認の計量器である

4.  南蛮貿易を通じてキリスト教の
宣教師たちが持ち込んだ、西洋式
の容積単位に基づいた枡である
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
北九州の博多湾などに元軍が2度にわた
り襲来した。→ 足利義満が勘合を用いて
明と貿易を開始した。→ フランシスコ・
ザビエルによってキリスト教が伝えられ
た。

元軍の襲来である「元寇」は13世紀後半（鎌倉時代後半）、足利義満による「日明貿易」の開始は
15世紀初め（室町時代）、そしてフランシスコ・ザビエルによる「キリスト教伝来」は1549年
（戦国時代）です。それぞれ、鎌倉・室町・戦国の各時代を象徴する重大な外交上の出来事です。

問2 答え 1
インド

ポルトガルは香辛料などの直接取引を目指し、大西洋を南下してインドへ至る東回り航路の開拓を
進めました。1498年にバスコ・ダ・ガマがカリカットに到達したことで、イスラム商人やイタリア
の諸都市を通さずにアジアと直接貿易を行う道が開かれました。

問3 答え 1
大量の銀が海外へ輸出されたことで、
16世紀後半には日本の銀が世界の産出
量の約3分の1を占めるほどになった。

灰吹法の導入により高品質な銀の大量生産が可能になると、その銀は博多などの港を通じて中国
（明）や朝鮮半島、さらには東アジアに進出していたポルトガルやスペインとの貿易に用いられま
した。これにより、日本は世界有数の銀産出国として世界経済に組み込まれることになりました。
戦国大名が石見銀山を欲したのは、この銀を背景とした強大な経済力や武器・物資の調達能力を手
に入れるためです。

問4 答え 1
大友宗麟

大友宗麟は豊後（大分県）を本拠地とした有力な戦国大名です。フランシスコ・ザビエルの布教を
認めて以降、キリスト教を厚く保護し、海外貿易を積極的に行いました。1582年には、伊東マンシ
ョら4人の少年をローマへ派遣する使節の送り主の一人となりました。

問5 答え 1
バスコ・ダ・ガマが、香辛料などの交易
を目的として到達した。

大航海時代において、ポルトガルはイスラム勢力が支配する陸路を避け、直接アジアの香辛料を手
に入れるために海路の開発を進めました。1498年、バスコ・ダ・ガマがアフリカ南端の喜望峰を越
えてインドのカリカットに到達したことで、アジアとの直接的な海上交易ルートが確立されまし
た。これにより、ヨーロッパの経済・社会に大きな変化がもたらされました。

問6 答え 1
応仁の乱を経て室町幕府の支配力が弱ま
ったため、大名が実力で自国の武士や民
衆を統制する必要があったから

応仁の乱によって中央政府である室町幕府の権威が失墜すると、各地の大名は自らの力で領国を維
持しなければなりませんでした。領国内の紛争を解決し、家臣を団結させて軍事力を高めるため
に、独自の法律が必要とされました。選択肢にある「武家諸法度」は江戸時代、「御成敗式目」は
鎌倉時代、「明治の法制度」は近代のものです。

問7 答え 1
家柄に関わらず有能な人材を登用するル
ールや、許可なく城を構えることを禁止
する規定を設けた

戦国大名は生き残りをかけて、実力主義による人材登用（朝倉孝景条々など）や、家臣が勝手に拠
点を作って反乱するのを防ぐための城郭の制限を行いました。選択肢にある「婚姻の禁止や参勤交
代」は江戸時代の武家諸法度の内容であり、「公地公民」は飛鳥時代の制度です。

問8 答え 1
中央の京で使われていた標準的な枡とは
容量が異なり、地域独自の経済基準とし
て運用されていた

甲州ますは、戦国時代に武田氏の領国などで使用された枡です。当時、中央では「京枡」が使われ
ていましたが、地方の有力大名は自分の領内の経済や税（年貢）の徴収を管理するために、独自の
度量衡を定めていました。甲州ますの容量が京の基準と異なっていたことは、当時の地域社会が独
自の経済圏を持っていたことを象徴しています。足利義昭などの将軍が全国の基準を統一した事実
はなく、むしろこうした地域ごとの差異が戦国時代の特徴の一つと言えます。


